
建造物等の品質、維持管理に係わる実証実験

■ 実験の概要：銀座実験エリアに設置されたucode無線マーカ、あるいは新規に

　　　　　　　　　　 路側帯等に設置する同無線マーカを用いて、車輌や歩行者が常時

　　　　　　　　　　 移動あるいは停滞する環境が、路面冠水情報装置に与える影響に

　　　　　　　　　　 関して実証実験を行う

■ 検証内容・効果：実環境に路面冠水情報装置を設置し、実証実験を行うことに

　　　　　　　　　　　　 より、システムの精度向上と実用化を目指した検証を行う

■ 実験実施時期（予定）：準備が整い次第、１～２週間程度を想定
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今回は、
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